













































にはそれは組織関係： interorganizational relations（IORs）として体系化され（Cropper et al, 2008），
組織と組織との間に形成される組織間関係はそれ自体が組織，企業にとって依存するような資源と












との集まりが持たれ，その成果がノーリアとエクルズ（Nohria and Eccles, 1993）によって編集され
出版されたことが転機となった．2000年には『ストラテジック・マネジメント・ジャーナル』（Strategic 
Management Journal）が社会ネットワークについての特集号を編集し，2006年には『アカデミー・
オブ・マネジメント』（Academy of Management Journal）でも特集号が組まれている．その前後も『オー
ガニゼーション・サイエンス』（Organization Science）や『アカデミ ・ーオブ・マネジメント・レビュー』


















構造的制約 structural constraintsや自律性 autonomyという概念を提出し，制約の小さい業界ほど利
益率が高いことを示した．これは後に「構造的制約」の逆概念としての「構造的空伱論」へと発展
した（Burt, 1992）．彼はジンメル（Simmel, 1950; ［1922］ 1955）の第三者利益　tertius gaudensと分





















これはもともとジンメル Simmel（1950, ［1922］ 1955）が注目した凝集的下位集団の重複構造である．
ベドレスとスターク Vedres and Stark（2010）は 1987－ 2001年のハンガリーの企業を分析しながら，
これを再解釈し，文化の強い異なる 2つの下位集団がオーバーラップした部分では文化の衝突によ
る「創造的な摩擦」が生じ，資源が再結合され，その結果起業家精神に富む活動が行われてイノベー
ションが生まれるとした．ここには創造的破壊というシュンペーター流のイノベーションのイメー
ジが投影されており，彼らの議論はバートの「構造的空伱」論による創造性，イノベーションの説
明に対する鋭い批判となっている（中野, 2017）．
3．本学部での社会ネットワーク論の授業
本学部で社会ネットワーク論は筆者の経営学部就任の 2007年度よりの開講であり，2014年度から
ソーシャル・ネットワーク論と名称変更された．授業では，基礎編となる前半に社会ネットワーク
の考え方，社会ネットワークデータの収集方法，ネットワーク描画方法，さらに「六次元の隔たり」
「弱い絆の強さ」「構造的空伱」「スモールワールド」といった関連するネットワーク理論を学ぶ．実
際にグループでスモールワールド実験を行い世間の狭さを実感させ，グループのクラスター係数を
計算させたりする．また中心性分析などは，RやMATHEMATICAなどのソフトウエアをインストー
ルし，演習形式で学ぶ．その際，数学的なことは解説するが，詳細には立ち入らない．
後半の応用編では筆者が収集した実データや古典的なデータを使って実際の組織分析を解説し，
学生が組織変革のコンサルを行うような課題も出す．マーケティングネットワーク分析では，ブラ
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ンドスイッチイングのネットワーク分析やラダリング，ブランド連想ネットワーク分析などを紹介
する．このように将来的にネットワークデータ分析を「銭の稼げる分析方法」としてビジネスに活
かす術を体系的に学べる授業は，他大学の学部でもほとんど開講しておらず，極めてコストパフォー
マンスの高い授業となっていると自負している．なおこの科目は 2019年の筆者の現代社会学部移籍
後も継続して開講される予定であるが，地域活性化やソーシャルデザインへの応用を目的とした，
やや社会学寄りの科目に変更されるであろう．
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